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(４) 図書館教育  （2019年度）   

 

 

教育目標  

 

 

重点目標  

 

 

図書館教育の目標  

○図書館の本を学習に役立て，いろいろな本
に親しみ心を豊かにする子どもの育成  

 

 

 

図書館教育の重点 

・読書のおもしろさを感じとらせ，進んで本を読
もうとする子どもを育てる。 

・学習活動を豊かにするための情報を幅広く選択
し，積極的に活用しようとする子どもを育てる。 

・子どもの主体的な学習を支援できる環境づくり
に努める。  

 

 

 

各学年の指導の重点 

低学年 中学年 高学年 

・易しい読み物に興味をもち，楽
しんで読書しようとする態度を
育てる。 

・図書館に親しみ，図書の借り方
や扱い方等を正しく理解し，活
用する態度を育てる。 

・いろいろな読み物に興味をもち，
幅広く読書しようとする態度を
育てる。 

・進んで学校図書館を活用し，自
分で必要な資料を集め，活用す
る能力を育てる。 

・適切な読み物を選び，読書を通
して考えを広めたり深めたりし
ようとする態度を育てる。 

・図書館の資料を積極的に活用し，
目的に応じて処理する能力を育
てる。 

 

 
 
 

各教科・道徳・特別活動などとの関連 

各教科 総合的な学習の時間 道徳 

・読書に親しみ，望ましい読書習
慣を身に付け，読書力をつける。 

・情報の検索や資料の利用方法を
身に付け，図書館利用の能力を
高める。 

・課題解決に必要な資料を収集し，
活用する能力を身に付ける。 

・様々な資料を通して，自分の考
えと違う考え方を尊重したり自
主的に判断したりする力を育て
る。 

特別活動 読書活動 家庭地域との連携 

・図書委員会において学校図書館
の管理運営等の仕事を協力し合
い自主的に実践する態度を育て
る。 

・「読み聞かせ」や「読書週間」
を通して読書の意欲を高める。 

・朝読書や図書の時間を通して，
読書の習慣化を図る。 

・シリーズ賞（はかせ号）の設定
やカードの作成をし，読書活動
を推進する。 

・公共図書館との連携を密にし，
資料の充実を図る。 

・学校図書館ボランティアの読み
聞かせを通して読書に親しませ
る。 

・「図書館だより」を発行し，家
庭における読書への関心を高
め，習慣化を図るよう啓発する。 

 
 
 

 

 

児童の実態 

・本を借りる子と借り
ない子がはっきり
していて，読書量の
差が大きい。 

・学年の内容に応じた
本が読めていない
児童が見られる。 

・資料活用能力の個人
差が大きい。 

 

教師の願い 

・進んで本を読んでほ
しい。 

・課題解決に必要な資
料を収集し，効果的
に活用してほしい。 

・図書室でのマナーを
守ってほしい。 
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年間実施計画 

月  実 施 内 容  月  実 施 内 容  

４  図書館の整備  

学級文庫・個人貸し出し 

図書館利用のきまりの徹底 

各クラスへのオリエンテーション  

 

１０  多読者表彰  

個人貸し出し  

図書購入  

新しい本の紹介  

読み聞かせ  

（ボランティア）  

５ 

 

個人貸し出し  

図書購入  

新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

 

１１  個人貸し出し  

図書購入・新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

６  個人貸し出し  

図書購入  

新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

１２  個人貸し出し  

図書購入・新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

冬季休業中の貸し出し（５冊） 

７  個人貸し出し  

校内読書旬間  

図書購入・新しい本の紹介 

読み聞かせ（ボランティア）  

夏季休業中の貸し出し 

 

１  個人貸し出し  

図書購入  

新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

８  図書館の整備  ２  個人貸し出し  

図書購入・新しい本の紹介  

読み聞かせ（ボランティア）  

９  個人貸し出し  

図書購入・新しい本の紹介 

読み聞かせ（ボランティア）  

３  多読者表彰（１００冊以上）  

本の整理・修理・蔵書点検 

図書館の整備  

    仕事内容と役割分担 

・ 学校図書館の利用や情報の適切な活用に関する指導 ・図書委員会の指導   

・ ｢はかせ号｣や「読書の達人」カードの作成 ・児童用図書の会計  

・ 児童用図書，学習資料などの選択，購入  ・図書館の整備 ・図書原簿の作成・管理  


